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目的 

2000年、英国・スコットランドのグラスゴー市

内で景観改善のため街灯を青色に取替えたとこ

ろ、40％程度の麻薬常習者が減少した。この結果

は、青い光の下では静脈注射が打ちにくい、とい

う点に起因するのであるが、日本では「青色街灯

により犯罪が激減した」と報道され、2005年に導

入に至った。青色の短波長により薄暮時で明るく

見えるプルキニエ現象での見通し効果と青色の

鎮静効果を期待されているが、青色電球の印象評

定は「不気味」「寂しい」という意見もあり、歩行

者が安心できる環境であるか検討する必要があ

る。 

そこで、本研究では、夜道と関連ある刺激によ

り不安を喚起し、青光により不安を抑えられるか

検討することを目的とした。さらに、タイプ Cに

おける、青光の影響を検討した。 

 

方法 

被験者:同意のとれた大学生女性 38名 

(平均:21.9,SD:4.19) 

実験日:2009年 11月 19日～12月 22日 

実験場所:都内 A大学の資料室、シールドルーム  

刺激:白色電球(ELG-01B(w),10lx)、青色電球(ELG-

01B(BL),5lx)、映像は 2004 年 5 月 13 日放送のフ

ジテレビ系ドラマ『離婚弁護士』の第 5話冒頭の

3 分 26 秒間。呈示に windowsXP メディアプレー

ヤーを使用。 

指標:生理指標は唾液アミラーゼチップ（二プロ社

製 59-010）と測定に唾液アミラーゼモニタ（二プ

ロ社製 CM-2.1）を使用。心理指標は、①心理状態

チェックリスト（9項目十件法）②STAI、Y-1（20

項目四件法）③タイプ C 行動パターン測定尺度

(17 項目四件法)を使用。 

手続き :実験者はあらかじめシールドルーム内を

青色電球または白色電球に設定。 

①心理状態チェックリスト、状態不安テストの

実施。唾液アミラーゼの測定後シールドルーム内

に移動 

②3 分間の安静時間（実験者は退室）をとった

後に映像を 3分半視聴 

③室内で唾液アミラーゼの測定、心理状態チェ

ックリスト、状態不安、タイプ C測定テストを実

施 

結果 

 心理状態、状態不安、唾液アミラーゼの繰り返

しを要因とする一元配置分散分析において、心理

状態と状態不安は有意に悪化していた。電球(白 /

青)と心理状態、状態不安、唾液アミラーゼの繰り

返しを要因とする 2×2 の分散分析において、心

理状態項目の「今の気分」に交互作用に有意傾向

がみられた(F(1.17)=3.13,p<.10)。多重比較の結果、

白 色 電 球 条 件 で「今の気分」が低下した

(F(1,34)=12.43,p<.01)。また、心理状態項目の「快

か不快か」に交互作用に有意差がみられた

(F(1.17)=24.65,p<.01)。多重比較の結果、白色電球

条件で有意に不快となり(F(1.34)=15.92,p<.01)、青

色 電 球 条 件 で 有 意 に 快 と な っ た (F(1.34)= 

11.20,p<.01)。電球(白/青)とタイプ Cの感情抑制傾

向(高/低)の 2×2 の分散分析において唾液アミラ

ーゼに交互作用がみられた (F(1,21)=5.48,p<05)。

多重比較の結果、青色電球条件で感情抑制高群は

有意に唾液アミラーゼが上昇した (F(1,21)= 

7.15,p<.05)。 

 

考察 

青光は気分の低下を抑制し、不快さを軽減する

ことが示唆された。しかし、状態不安に有意差が

ないことから、不安感を抑えるほどの効果はみら

れないことが考えられた。また、感情を抑制する

傾向の高いタイプ Cは、青光による鎮静効果の影

響を受けにくい可能性が示唆された。 
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